
れ
う
も
の
傍
て
誰
猿
物
語
に
其
形
成
さ
れ
カ
ろ
二
代
の
思
想
・
風
俗
な
見
、
嘗

代
の
政
治
・
醸
家
観
東
灘
ふ
べ
く
、
．
上
代
襯
家
紺
織
の
根
本
精
髄
の
表
現
と
し

て
至
大
の
償
値
あ
る
も
の
、
歴
吏
忍
笠
聖
語
る
歴
奥
と
し
て
蕊
り
も
寧
ろ
詩

と
し
て
見
ろ
べ
し
、
而
も
詩
α
歴
史
よ
り
も
錦
っ
て
顛
疑
の
内
生
渚
存
謡
う

も
の
な
る
な
三
舞
根
本
愚
想
己
し
て
圭
張
ぜ
ん
と
丁
う
も
の
怠
る
が
如
し
㊧

（
渚
陽
燈
擾
行
、
綴
四
、
黒
○
）
　
［
茜
田
〕

　
　
　
⑳
き
鷲
ご
・
、
憲
㌧
マ
ミ
き
N
湾
日
、
一
屋
○
乙
（
｝
三
一
（
7
亀
団
渥
一
§
匙
●

　
　
　
　
（
爺
g
ぢ
飴
φ
ご
い
。
突
ぢ
ρ
お
団
。
。
）

　
木
書
α
英
闘
に
於
け
ろ
ギ
ル
ド
獲
蓬
の
羅
吏
葎
簡
略
に
叙
述
ぜ
る
二
子
に

し
て
、
專
門
的
の
研
究
や
濁
創
の
見
解
を
嚢
表
ぜ
し
も
の
に
に
あ
ら
れ
ど
、

筏
時
の
ギ
ル
ド
生
活
な
…
般
に
亘
り
て
知
了
ず
る
に
便
宜
な
る
著
述
な
り
。

免
づ
諸
種
の
ギ
ド
ル
申
越
勧
に
費
書
し
ぬ
る
宗
教
的
維
合
（
拶
塾
σ
q
写
・
・
〇
三

静
）
よ
り
始
め
て
、
商
人
組
合
（
竃
魯
島
p
馨
Ω
寒
造
Y
職
工
組
合
（
弓
轟
号
O

鼠
震
切
）
の
成
育
な
説
き
そ
れ
よ
り
ロ
ン
ド
ン
諸
組
合
建
造
業
二
会
　
及
び
蘇

M
團
愛
龍
闘
語
組
A
冨
、
大
陸
…
譜
地
｛
刀
の
ギ
ル
ド
ん
轟
概
憲
…
し
て
楡
描
な
結
べ
リ
。
こ
の
著

蓮
の
特
色
と
魏
ろ
べ
き
に
、
他
の
法
人
史
的
経
界
吏
的
見
地
よ
り
ぜ
る
質
實

乾
燥
な
ろ
研
究
書
・
ト
比
し
、
工
合
に
趣
味
な
加
へ
、
丈
量
推
品
例
へ
ば

O
ぎ
ぎ
O
び
繊
巨
（
O
紹
鍵
冨
な
ど
の
句
な
引
規
し
て
ギ
ル
ド
組
合
の
實
生
活
を

轟
轟
活
々
と
護
者
の
印
象
に
留
め
ん
と
し
六
る
こ
と
、
諸
組
合
中
に
て
も
特

に
職
工
組
合
の
叙
設
に
響
き
心
謎
け
る
と
の
二
鋤
な
ろ
べ
し
。
樹
ギ
ル
ド
継

第
四
懸
　
　
紹

介

合
の
こ
と
の
み
に
局
限
ぜ
す
、
中
世
英
幽
に
於
け
ろ
磁
器
鷹
活
紬
會
生
活
、

井
ぴ
に
歴
世
統
治
者
の
劉
邸
霧
封
簡
エ
島
政
策
の
一
瑳
も
本
書
の
遽
談
に
よ

り
て
聯
［
か
窺
知
ず
る
な
得
。
へ
か
ら
ん
0

　
　
　
　
、
、
寒
㍉
匿
鰍
亀
ミ
捲
ミ
ギ
藤
㌧
謎
．
、
、
ミ
麺
ミ
亀
。
5
0
該
。
蝦
く
O
ヨ
ω
一
㌶

　
　
　
　
ゴ
宕
嵩
g
コ
お
｝
㌘
毯
。
．
月
諺
去
勢
餌
謬
力
屋
港
箋
門
魯
－
≦
・

　
　
　
　
羅
Φ
房
8
0
π
（
唱
鴛
實
ぢ
同
Q
。
）

　
ミ
サ
ユ
ー
コ
フ
氏
に
現
代
露
西
亜
の
智
識
階
級
中
屈
指
の
入
物
れ
ろ
や
云

ふ
迄
も
塚
し
。
夙
に
愛
ゴ
ウ
大
學
萬
勇
の
攣
徒
と
し
て
轟
斑
曾
學
に
造

詣
深
ケ
の
み
璽
ら
す
、
町
制
政
府
に
反
樹
し
て
自
肉
畏
圭
々
義
な
稽
ふ
る
言

論
界
の
雄
と
し
て
毎
期
の
醐
會
に
重
き
を
な
し
第
一
吹
革
命
政
府
の
外
相
六

纏
し
こ
と
周
知
の
議
實
な
る
べ
し
。
本
書
に
前
世
平
鍋
露
頭
亜
錯
聴
の
指
導

者
啓
適
者
力
る
蓋
置
に
あ
ろ
智
識
階
級
の
章
動
を
論
蓮
躍
る
も
の
に
し
て
、

ア
ク
ザ
コ
フ
（
k
～
一
内
旨
9
搾
O
〈
）
に
八
二
ま
り
、
ス
タ
ン
ケ
ヴ
ィ
ッ
チ
（
㏄
【
彗
二
白
O
く
搾
O
プ
）

ビ
皿
リ
ン
ス
キ
（
切
切
①
∬
一
一
昌
砂
配
一
）
　
ヘ
ル
チ
ェ
ン
　
（
¢
o
馳
駅
。
跡
）
グ
ラ
ノ
ヴ
ス
キ

（
Ω
円
瀞
冨
O
く
胎
マ
一
）
の
轟
轟
な
列
叙
し
て
、
最
後
に
ス
ラ
ヴ
主
義
の
宋
流
六
ろ
ダ

ニ
レ
ヴ
ス
キ
（
U
§
に
9
、
ω
鋸
）
レ
ナ
昌
チ
エ
フ
（
洲
8
ゑ
識
。
〈
）
ソ
q
ヴ
ィ
エ
フ

（
も
Q
o
『
ぐ
一
①
く
）
な
説
音
、
黒
頭
別
に
、
十
八
区
点
碗
串
ペ
ー
き
三
二
縫
盟
落
後
に

於
け
る
ガ
リ
チ
ン
公
（
O
ρ
簿
獣
g
）
な
中
心
と
す
る
貴
族
一
法
の
試
み
れ

ろ
專
頗
君
主
纏
制
限
の
下
染
な
論
ず
ろ
一
篇
る
附
ぜ
り
。
各
掌
に
亘
っ
て
流

石
に
氏
】
流
の
明
快
寡
る
論
説
卓
鼓
な
ろ
覆
察
随
慮
に
閃
き
居
れ
う
が
如
し
。

脚

第
四
號

一
山
ハ
九
　
　
　
（
山
ハ
九
九
）



欝
甲
声
　
　
顯

介

豊
中
最
終
の
ス
ラ
ヴ
‡
…
義
の
崩
蝋
瞑
を
…
説
け
ろ
部
一
分
に
余
｛
輩
の
最
も
興
瞭
深
’
＼

譲
了
煙
し
厨
に
し
て
、
ヘ
ー
ゲ
ル
流
の
糧
遙
誓
學
の
影
二
九
、
受
け
て
勃
興
し

屠
り
し
譲
患
想
は
其
帳
木
に
於
て
相
容
れ
ざ
る
醐
騨
主
義
と
世
界
史
的
主
義

と
が
抱
合
し
居
う
な
以
て
其
分
裂
髄
潰
ぼ
免
れ
難
き
駈
寡
ろ
な
論
じ
得
る
淺

に
大
に
傾
聴
す
べ
き
も
の
な
る
べ
し
〔
以
上
植
村
冒

　
　
　
　
三
面
縢
伽
瓢
蓮
轍
　
　
　
　
　
　
　
榔
加
盟
瀞
熱
粋

　
四
六
版
三
百
頁
、
播
入
獺
叛
ご
十
三
頁
の
燈
子
に
し
て
、
兄
者
が
大
寺
六

年
夏
秋
に
亘
り
佛
教
豊
艶
の
澄
跡
姦
物
・
泌
探
り
て
支
郷
内
地
な
旋
行
せ
る
際
、

巨
資
ぜ
ろ
研
の
事
麗
な
叙
し
、
ま
距
是
に
班
究
跨
下
な
瀦
へ
て
脇
來
諸
雑
誌

に
鰻
表
ぜ
ろ
論
文
か
纒
め
疑
う
も
の
な
蜷
．
。
敗
む
ろ
所
先
に
本
誌
に
載
ゼ
ら

れ
し
支
那
腿
溝
記
略
な
勧
と
し
て
支
那
佛
教
の
戦
駿
、
西
安
懐
古
、
支
那
佛

澱ρ

ﾌ
遽
物
、
一
入
飼
の
三
二
像
即
、
贋
糎
繊
、
纏
瞳
博
、
物
甑
叩
絵
…
の
淵
源
、
議
ハ
酬
…
購
代
の
彫

像
題
銘
よ
り
見
ぬ
ろ
浄
土
思
想
に
至
ろ
九
編
、
何
れ
も
著
者
が
深
き
論
究
に

成
れ
る
も
の
、
挿
入
の
己
斐
と
併
厄
看
♂
、
興
趣
深
し
。
特
に
丈
中
「
大
岡
の
量

子
」
撫
論
じ
て
、
こ
れ
に
三
種
の
襟
式
よ
の
朋
あ
ろ
な
点
き
、
其
の
系
統
た
明

に
ぜ
る
が
如
き
、
我
が
物
語
紛
の
処
源
ん
滋
り
て
印
度
に
之
な
求
め
ぬ
う
が

知
醗
き
、
叉
石
経
に
D
關
す
ろ
一
斑
雲
路
繭
㈱
鰭
ぜ
る
が
’
空
費
二
塁
も
見
る
ぺ
姦
、
・
も
の
気

一
な
り
。
支
那
佛
教
藝
衝
の
探
求
者
に
．
稗
盆
な
興
ふ
る
熱
し
大
な
る
べ
し

（㎞

拷
?
一
。
二
二
○
○
、
大
燈
㎜
轟
轟
画
一
質
）

　
　
　
　
融
伽
臨
書
轡
物
肺
丁
年
第
一
継
　
　
　
　
翰
鮪
繰
輝
聯

　
棚
鮮
総
督
府
の
大
正
五
年
度
の
古
蹟
調
査
に
於
¢
て
簸
も
興
味
あ
る
結
果

沖
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脚
高
〇
　
　
（
七
〇
〇
）

払
欝
ぜ
ろ
挙
壌
附
近
の
樂
涙
時
代
の
「
墳
墓
に
就
い
て
、
闘
野
、
谷
井
爾
婁
員
、

藤
壷
、
小
鮨
、
小
川
、
野
守
籍
氏
の
提
戯
煙
る
報
文
、
篤
暴
、
實
測
懸
な
敢

」
め
ナ
け
る
も
の
に
㌔
し
て
、
　
㎜
口
請
訓
倍
版
、
蔓
擬
四
顧
　
活
宇
ゐ
1
六
胃
ハ
、
　
挿
鰯
脚
山
ハ
十

量
罵
、
地
鯉
一
悪
よ
り
譲
る
。
報
交
に
先
に
刊
行
ぜ
ら
れ
索
る
「
大
正
瓢
年

度
古
…
蹟
調
査
報
縛
し
載
ず
る
膀
の
…
關
野
委
員
の
華
安
南
滋
大
尉
郡
顧
規
郡
、
及

龍
車
蔀
古
蹟
調
資
報
告
書
の
第
一
章
と
殆
ん
ど
嗣
一
の
鯵
輩
獄
る
も
の
な
れ

ど
、
此
の
趣
に
於
い
て
に
、
其
の
構
造
に
依
り
（
輔
）
木
螂
海
有
す
る
墳
墓
、

（
ご
）
木
蔦
の
鹿
部
及
び
四
轡
に
玉
石
な
詰
め
し
墳
墓
砺
（
三
）
木
榔
外
部
な
壌

に
て
包
み
し
受
講
（
四
遜
撚
に
し
て
木
製
の
天
弾
葎
麿
ぜ
し
墳
墓
、
（
五
）

臨
梛
に
し
で
、
窓
窟
天
聾
為
有
す
る
墳
墓
、
ハ
六
）
壕
の
淺
鋏
を
以
て
榔
駈
逡
れ

ろ
墳
墓
に
分
ち
て
鵠
載
ぜ
嚇
。
挿
㈱
の
内
面
も
露
明
塚
う
に
是
等
古
墳
の
實

測
圏
に
し
て
、
外
形
、
構
造
、
好
物
の
配
列
等
に
亘
り
精
密
な
る
製
翻
存
戯

事
、
版
に
霊
と
し
イ
、
破
璃
版
な
る
も
、
石
版
色
綱
な
も
併
ぜ
湧
ひ
て
其
の
欝

明
な
期
し
、
所
報
の
窺
萸
と
野
比
煙
ば
遽
蹟
の
状
熊
瞭
然
隔
り
。
蓋
し
近
く

此
の
報
告
の
第
二
崩
と
し
て
靱
行
の
画
定
降
る
出
土
断
物
の
解
就
と
相
待
ち

て
、
貴
露
な
る
選
蹟
の
完
全
な
る
報
告
書
か
成
す
も
の
と
見
ろ
べ
し
。

（
葬
蜜
品
）

　
　
　
　
麟
熱
節
獅
拠
齢
騨
惣
欝
費
脅
軸
伽
か
第
六
団
　
熱
撫
脇

　
山
八
正
，
七
年
度
の
報
出
口
欝
寳
、
り
。
禮
裁
に
す
べ
て
翫
刊
の
分
に
岡
じ
ノ
、
、
本

女
山
ハ
十
一
皇
、
㎜
圃
一
版
四
H
十
山
職
歴
申
、
附
歯
入
百
？
よ
り
成
重
り
、
　
匿
い
む
る
研
W
佐
帥
膝
委
負


